
撥
音
の
類
別
・
試
論

榎
木　

久
薫
（
鳥
取
大
学
）

キ
ー
ワ
ー
ド
：
古
代
日
本
語　

撥
音　

音
価　

表
記

　
　
　

一　

本
攷
の
意
図

　

本
攷
は
、
古
代
日
本
語
の
二
種
の
撥
音
が
、
何
の
違
い
に
よ
る
も
の
な
の

か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

古
代
日
本
語
の
撥
音
に
は
、
ヒ
・
ビ
・
ヘ
・
ミ
・
モ
な
ど
か
ら
転
じ
た
ｍ

音
便
の
撥
音
（
音
素/-m

/

）
と
、
ニ
・
リ
な
ど
か
ら
転
じ
た
ｎ
音
便
の
撥

音
（
音
素/-n/

）
と
が
あ
る
と
す
る
の
が
従
来
の
説
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近

時
、
肥
爪
周
二
氏
に
よ
っ
て
、
ｍ
音
便
の
撥
音
は
、
後
続
音
に
関
わ
ら
ず
固

有
の
音
価[-m

]

を
持
ち
、
一
方
ｎ
音
便
の
撥
音
は
、
音
価
無
指
定
の
量
的
撥

音
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
提
示
さ
れ
た
（
肥
爪2008
）。

　
　
　

二　

語
頭
に
立
た
な
い
鼻
音

　

ナ
・
マ
行
の
子
音
も
鼻
音
だ
が
、
こ
の
鼻
音
は
語
頭
に
立
ち
得
る
。
語
頭

に
立
た
な
い
鼻
音
に
は
、

　

①
音
便
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
（
普
通
に
は
こ
れ
を
撥
音
と
呼
ぶ
）

　

②
語
中
に
挿
入
さ
れ
た
も
の

が
あ
る
。

　

肥
爪
は
仮
説
に
お
い
て
、
古
代
日
本
語
に
新
た
に
加
わ
っ
た
音
便
に
よ
る

鼻
音
の
一
部
を
、
そ
れ
ま
で
に
日
本
語
に
存
在
し
た
、
語
中
に
挿
入
さ
れ
た

鼻
音
で
受
け
止
め
た
（
音
声
的
素
地
）
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
ま
ず
、
肥
爪
（2003

・2008

）
に
も
と
づ
い
て
、
音
便
に
よ
っ
て
生
じ
た

鼻
音
と
語
中
に
挿
入
さ
れ
た
鼻
音
と
を
、〈
表
１
〉
を
用
い
て
概
観
す
る
。

①
音
便
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

音
便
に
よ
っ
て
生
じ
た
撥
音
は
、
表
記
上
、

〇
漢
字
音
主
導
表
記
（
肥
爪2008

の
用
語
）
で
は
、

漢
字
音
の
三
種
の
鼻
音
韻
尾
ｍ
・
ｎ
・
ng
の
別
に
即
し
て
、
音
声
レ
ベ
ル

の
差
が
、
表
記
「
ム
」「
ン
」「
ウ
」
と
し
て
反
映
さ
れ
る

〇
国
語
音
主
導
表
記
（
同
右
）
で
は
、

平
安
初
期
の
訓
点
資
料
や
、
比
較
的
早
い
時
期
の
仮
名
文
に
見
い
だ
さ
れ

や
す
い
も
の
で
、
国
語
音
の
ｍ
音
便
は
「
ム
」、
量
的
撥
音
便
（
ｎ
音
便
）

は
無
表
記
と
な
る
の
を
原
則
と
す
る

と
さ
れ
る
。

②
語
中
に
挿
入
さ
れ
た
も
の

②
‐
１　

濁
音
の
前
鼻
音

……

古
代
語
の
濁
音
に
前
鼻
音
が
伴
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
日
本
語
音

韻
史
研
究
に
お
け
る
共
通
認
識
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
古
代
日
本

語
（
字
音
語
を
除
く
）
で
濁
音
が
語
頭
に
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
語
頭
に
立

た
な
い
鼻
音
に
は
、
濁
音
の
前
鼻
音
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
濁
音

の
前
鼻
音
は
、複
合
語
の
内
部
境
界
標
示
の
た
め
に
挿
入
さ
れ
た
と
の
説（
肥

爪2003
）
が
あ
り
、
こ
の
説
に
従
う
な
ら
ば
、
濁
音
の
前
鼻
音
と
し
て
の
鼻

音
は
、
語
中
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
だ
ま
（
木
霊
）[ko

ndam
a]

・/kodam
a/

②
‐
２　

強
度
強
調
・
表
情
付
加
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次
の
よ
う
な
も
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。

　

「
す
ご
い
」
↓
「
す
ん
ご
い
」

口
頭
語
で
パ
ロ
ル
的
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
古
代
語
の
文
字
資
料
に

は
用
例
を
見
出
し
に
く
い
。

　

こ
れ
ら
語
中
に
挿
入
さ
れ
た
鼻
音
が
韻
律
的
性
質
の
強
い
要
素
で
あ
る
と

い
う
は
、
語
の
意
味
に
関
与
せ
ず
、
そ
れ
以
外
の
何
か
（
複
合
語
の
内
部
境

界
の
指
標
・
表
情
・
強
調
な
ど
）を
語
に
付
加
す
る
音
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
鼻
音
は
音
素
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、こ
れ
ら
の
鼻
音
は
少
な
く
と
も
国
語
音
主
導
表
記
で
は
無
表
記
と
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
鼻
音
は
、
音
声
的
に
は
す
べ
て
後
続
子
音
の
量
的
拡
張
音

で
あ
る
（
つ
ま
り
音
価
無
指
定
で
あ
る
）。

　

な
お
、
現
代
日
本
語
で
「
す
ん
ご
い
」
の
「
ん
」
が
撥
音
音
素/N

/

と
さ

れ
る
の
は
、
他
の
語
に
、
語
の
意
味
に
関
与
す
る
撥
音
音
素
が
存
在
し
、
そ

の
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
〈
表
１
〉

語
頭
に
立
た
な
い
鼻
音

漢
字
音
主
導
表
記

国
語
音
主
導
表
記

音
韻
的
性
格

音　

価…

音
便
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

（
撥
音
）

ｍ
音
便
の
撥
音

音
声
的
差
異
を
反
映

ム
表
記

独
立
し
た
分
節
音
素

固
有
の
音
価
﹇-m

﹈

ｎ
音
便
の
撥
音

（
量
的
撥
音
便
）

無
表
記

後
に
ン
表
記

韻
律
的
性
質
の
強
い

要
素

後
接
子
音
の
量
的
拡

張
音（
音
価
無
指
定
）…

語
中
に
挿
入
さ
れ
た
も
の

濁
音
の
前
鼻
音

（
無
表
記
）

無
表
記

韻
律
的
性
質
の
強
い

要
素

後
接
子
音
の
量
的
拡

張
音（
音
価
無
指
定
）

強
度
強
調

表
情
付
加

オ
ノ
マ
ト
ペ

無
表
記

無
表
記

　
　
　

三　

肥
爪
の
仮
説

……

肥
爪
（2008

）
で
は
、
古
代
日
本
語
の
二
種
の
撥
音
の
違
い
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

①
ｍ
音
便
の
撥
音
は
、
独
立
し
た
分
節
音
素/-m

/

で
あ
り
、
固
有
の
音

価[-m
]

を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
撥
音
を
発
達
さ
せ
た
音
声
的
素
地
と
し
て

は
、
推
量
の
助
動
詞
「
む
」「
ら
む
」
等
が
、[-m

]

の
よ
う
に
無
開
放
の

音
声
で
実
現
し
た
も
の
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
続
音
か
ら

独
立
的
に
安
定
出
来
、
語
末
に
立
つ
こ
と
も
出
来
た
と
説
明
出
来
る
。

例
、
つ
み
て[tum

ite]

∨
つ
む
で[tum

.de]
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②
ｎ
音
便
と
呼
ば
れ
て
い
る
撥
音
は
、
後
続
子
音
の
量
的
拡
張
音
（
音
価

無
指
定
）
で
、
語
末
に
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
上
代
語
の
撥
音
に
連
続

す
る
、
韻
律
的
な
性
質
の
強
い
要
素
で
あ
っ
た
。
分
節
音
素
と
し
て
の
確

立
は
、
ｍ
音
便
の
撥
音
に
遅
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
撥
音
を
発
達
さ

せ
た
音
声
的
素
地
と
し
て
は
、
強
度
強
調
や
オ
ノ
マ
ト
ペ
な
ど
に
お
け
る

延
長
さ
れ
た
子
音
（
後
続
子
音
の
量
的
拡
張
音
）
が
考
え
ら
れ
る
。

　

肥
爪
は
明
示
的
に
述
べ
て
い
な
い
が
、
ｍ
音
便
の
撥
音
は
固
有
の
音
価

[-m
]

を
持
つ
た
め
に
、
後
続
子
音
が[m

]

と
異
な
っ
て
も
、
後
続
子
音
に
同

化
す
る
こ
と
が
な
く
（
つ
ま
り
後
続
子
音
の
量
的
拡
張
音
と
な
る
こ
と
が
な

く
）、
一
方
、
ｎ
音
便
の
撥
音
は
固
有
の
音
価
を
持
た
な
い
た
め
に
、
音
声

的
に
は
後
続
子
音
に
同
化
し
て
、
後
続
子
音
の
量
的
拡
張
音
（
後
続
子
音
が

鼻
音
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
鼻
音
化
音
）
に
な
る
と
考
え
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
　
　

四　

音
便
が
韻
律
的
性
質
の
強
い
要
素
と
な
る
か

　

肥
爪
が
、
ｎ
音
便
の
撥
音
を
韻
律
的
性
質
の
強
い
要
素
、
つ
ま
り
音
価
無

指
定
（
後
続
子
音
に
同
化
し
た
・
後
続
子
音
の
量
的
拡
張
音
）
で
あ
っ
た
と

す
る
根
拠
は
、
国
語
音
主
導
表
記
の
早
い
時
期
の
表
記
が
、
無
表
記
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
表
記
の
問
題
を
一
先
ず
措
く

な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
動
詞
の
音
便
が
、
行
の
違
い
に
よ
っ
て
韻
律
的
要
素

で
あ
っ
た
り
、
分
節
音
素
で
あ
っ
た
り
す
る
の
は
、
不
自
然
な
こ
と
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「
死
ぬ
」（
非
音
便
形
）[sinite]

↓
（
音
便
形
）[sinde]…/side/

「
染
む
」（
非
音
便
形
）[sim

ite]

↓
（
音
便
形
）[sim

de]…/sim
de/

　

現
代
語
の
撥
音
音
素
は
分
節
音
素
で
あ
る
が
、
音
価
無
指
定
（
後
続
子
音

に
同
化
し
た
・
後
続
子
音
の
量
的
拡
張
音
）
で
あ
る
。
分
節
音
素
か
韻
律
的

性
質
の
強
い
要
素
か
と
い
う
こ
と
と
、
固
有
の
音
価
を
持
つ
か
後
続
子
音
の

量
的
拡
張
音
（
音
価
無
指
定
）
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
分
け
て
考
え
る
こ
と

も
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

本
攷
で
は
、
音
便
に
よ
る
撥
音
は
、
す
べ
て
分
節
音
素
で
あ
っ
た
と
い
う

立
場
を
採
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

五　

ｍ
音
便
は
固
有
の
音
価
を
持
っ
て
い
た
か

　

分
節
音
素
で
あ
る
こ
と
と
後
続
子
音
か
ら
独
立
し
た
固
有
の
音
価
を
持
つ

か
否
か
を
分
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
ｍ
音
便
の
撥
音
が
後
続
子
音
か
ら
独
立

し
た
固
有
の
音
価[-m

]

を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
し
て

み
る
必
要
が
あ
る
。

　
ｍ
音
便
の
撥
音
に
つ
い
て
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
に

　

カ
ム
ザ
シ
「
簪……

四
声
字
苑
云
簪
〈
作
含
反…

又
則
岑
反…

加
无
左
之
〉
挿

冠
釘
也…

蒼
頡
篇
云
簪
笄
也
」
十
巻
本
和
名
類
聚
抄
‐
四

　

カ
ザ
シ「
挿
頭
花……

楊
氏
漢
語
抄
云
頭
花〈
賀
佐
之…

俗
用
挿
頭
花
之
三
字
〉」

十
巻
本
和
名
類
聚
抄
‐
二

が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
語
義
か
ら
見
て
、
非
音
便
形
は
カ
ミ
サ
シ
（
髪
挿
）
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ｍ
音
便
の
撥
音
で
あ
る
か
ら
、
ム
表

記
は
音
価[-m

]

を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
方
に
無
表

記
「
カ
ザ
シ
」
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
音
便
が
量
的
撥
音
便
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。更
に
類
例
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
が
、「
カ
ザ
シ
」

の
例
に
基
づ
け
ば
、
ｍ
音
便
の
撥
音
は
後
続
子
音
か
ら
独
立
し
た
固
有
の
音

価[-m
]

を
持
っ
て
い
た
（
後
続
子
音
に
同
化
す
る
こ
と
は
な
い
・
後
続
子
音

の
量
的
拡
張
音
と
な
ら
な
い
）、
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、
同
一
文
献
中
の
同
一
語
の
表
記
に
ム
表
記
と
無
表
記
と
が
見
ら
れ
る
こ

と
は
、
こ
の
二
種
の
表
記
が
音
韻
の
違
い
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

肥
爪
は
ｍ
音
便
の
撥
音
を
、推
量
の
助
動
詞
「
む
・
ら
む
」
な
ど
が
﹇-m

﹈

の
よ
う
に
無
開
放
で
現
れ
た
も
の
を
、「
音
声
的
素
地
」
と
し
て
形
成
さ
れ
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た
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
が
語
末
の
場
合
に
は
、
後
続
音
を
持
た

な
い
か
ら
、
音
価
﹇-m

﹈
が
保
た
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
妥
当
な
こ
と

と
考
え
る
。
強
度
強
調
・
表
情
付
加
の
た
め
の
発
音
待
機
と
し
て
の
閉
鎖
延

長
、
お
よ
び
複
合
語
の
内
部
境
界
標
示
の
た
め
の
閉
鎖
延
長
は
語
中
の
現
象

で
あ
っ
て
語
末
に
は
関
与
し
な
い
。

　

こ
れ
は
、
漢
字
音
の
鼻
音
韻
尾
の
場
合
、
単
字
あ
る
い
は
字
音
語
の
語
末

に
現
れ
る
場
合
が
当
る
。
稿
者
は
先
攷
（
榎
木2010

）
に
お
い
て
、
連
声
が

生
じ
る
ほ
ど
に
日
本
語
音
化
し
た
漢
字
音
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
鼻
音
韻
尾
は
特
定
の
音
価
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述

べ
た
。
特
定
の
音
価
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
連
声
の
場
合
、
そ
の
音
と

同
じ
音
を
後
続
音
節
の
先
頭
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
　

因[in]

＋
縁[en]…

↓…
因
縁…[innen]

　
　

仏[but]+

恩[on]…

↓…

仏
恩…[button]

し
か
し
、
連
声
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
音
配
列
は
、
日
本
語
（
和
語
）
の

語
中
の
促
音
・
撥
音
の
形
で
あ
っ
て
、語
音
と
し
て
見
れ
ば
、鼻
音
韻
尾
（
と

入
声
音
韻
尾
）
は
後
続
音
の
量
的
拡
張
音
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
後
続

音
の
条
件
が
適
合
す
れ
ば
、
鼻
音
韻
尾
（
と
入
声
音
韻
尾
）
は
、
後
続
音
に

同
化
（
撥
音
化
・
促
音
化
）
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、連
声
は
、

日
本
語
音
化
し
た
漢
字
音
に
お
い
て
、
入
声
音
韻
尾
・
鼻
音
韻
尾
が
単
字
・

語
末
の
場
合
、
特
定
の
音
価
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
、
語
中
で
は
日
本
語
の

音
節
末
の
子
音
に
関
す
る
連
音
規
則
に
従
っ
て
、
条
件
が
適
合
す
る
場
合
、

後
続
音
の
量
的
拡
張
音
と
な
っ
た
こ
と
の
両
方
を
示
唆
す
る
現
象
と
考
え
ら

れ
る
。

　

連
声
現
象
に
基
づ
い
て
、
鼻
音
韻
尾
（
と
入
声
音
韻
尾
）
の
日
本
語
音
化

を
こ
の
よ
う
に
想
定
す
る
な
ら
ば
、
和
語
の
ｍ
音
便
の
撥
音
が
、
後
続
音
の

環
境
に
関
わ
ら
ず
音
価
が
一
定
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、
不
自
然
な
こ
と
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

漢
字
音
の
場
合
に
は
、
韻
尾
が
後
続
音
に
同
化
し
て
い
な
い
の
は
、
漢
字

音
が
日
本
語
音
化
し
て
い
な
い
段
階
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
和

語
の
場
合
、
語
末
撥
音
が
固
有
音
価
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
語
中
の
撥

音
が
後
続
音
に
同
化
し
な
い
状
態
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
和
語
（
日
本
語
）

自
体
の
音
変
化
の
過
程
に
、
漢
字
音
の
日
本
語
音
化
し
て
い
な
い
段
階
と
同

じ
状
態
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

漢
字
音
の
連
声
に
つ
い
て
先
攷
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
和
語
の
ｍ
音

便
の
撥
音
も
、
語
末
で
は
音
価
﹇-m

﹈
を
保
ち
、
語
中
で
は
後
続
音
に
同

化
し
た
量
的
撥
音
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

日
本
語
は
、
音
便
に
よ
る
撥
音
が
生
ま
れ
る
ま
で
、
同
じ
位
置
に
は
、
挿

入
に
よ
る
鼻
音
が
存
在
し
た
。
そ
の
鼻
音
は
す
べ
て
後
続
音
の
量
的
拡
張
音

で
あ
っ
た
。
音
便
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
撥
音
の
音
声
的
に
最
も
安
定
す
る

形
は
、
挿
入
に
よ
る
鼻
音
と
同
じ
く
後
続
音
の
量
的
拡
張
音
に
な
る
こ
と
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
語
中
で
音
便
化
す
る
場
合
、
後
続
音
の
量

的
拡
張
音
に
な
る
か
、
後
続
音
が
挿
入
に
よ
る
鼻
音
の
場
合
の
範
囲
を
超
え

る
（
つ
ま
り
阻
害
音
系
の
子
音
以
外
）
で
あ
る
場
合
は
、
音
便
化
し
な
い
か

の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
外
れ
る
の
が
、語
末
で
撥
音
化
し
た
も
の
が
、二
次
的
に
語
中
（
文

節
中
）位
置
に
来
る
場
合
で
あ
る
。
語
末
で
撥
音
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
は
、

敬
語
接
頭
辞
「
オ
ホ
ム
」「
オ
ム
」
や
助
動
詞
「
ム
」
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
語
は
、
複
合
や
派
生
・
付
属
語
の
承
接
に
お
い
て
、
後
続
音
の
制
約

は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
語
末
撥
音
が
二
次
的
に
語
中
（
文
節

中
）
と
な
っ
た
場
合
、そ
の
音
価
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
が
問
題
に
な
る
。

　

語
末
撥
音
の
後
の
音
が
阻
害
音
系
の
子
音
で
あ
れ
ば
、
語
末
撥
音
は
後
続

音
に
同
化
し
た
量
的
拡
張
音
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
語
末
撥
音
の

後
の
音
が
、
母
音
・
接
近
音
の
場
合
、
連
声
現
象
か
ら
見
て
、
古
代
的
撥
音

で
は
語
末
撥
音
は
後
続
音
の
量
的
拡
張
音
（
鼻
母
音
）
に
は
な
ら
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
（
鼻
音
と

口
音
と
の
違
い
を
除
く
）
異
な
る
子
音
の
連
続
を
避
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

　

①
短
い
呼
気
の
停
止
を
お
い
て
、
直
接
並
ば
な
い
よ
う
に
し
た
。
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②
二
次
的
に
開
音
節
化
し
た
。

　

③
鼻
母
音
化
し
た
。

（
字
音
語
の
場
合
の
連
声
も
、
韻
尾
（
語
末
の
子
音
）
が
後
続
音
に
同
化
出

来
な
い
場
合
の
日
本
語
音
化
の
現
象
で
あ
る
が
、
連
声
の
場
合
は
、
結
果
と

し
て
出
来
上
が
っ
た
音
配
列
は
、
和
語
の
語
中
の
撥
音
・
促
音
と
同
じ
形
に

な
っ
て
い
る
。）

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
撥
音
の
類
別
は
、
音
価
の
違
い
で
は
な
く
、

〇
語
中
に
生
じ
た
撥
音

音
価
は
、
後
続
音
に
同
化
し
た
量
的
拡
張
音
。
後
続
音
が
条
件
に
外
れ
る

場
合
は
撥
音
化
し
な
い
。

〇
語
末
に
生
じ
た
撥
音

音
価
は
、
元
の
音
節
の
子
音
を
引
き
継
ぐ
。
二
次
的
に
語
中
に
位
置
し
た

場
合
、
後
続
音
の
条
件
が
適
合
す
れ
ば
、
後
続
音
に
同
化
す
る
。
後
続
音

の
条
件
が
適
合
し
な
け
れ
ば
、
直
接
後
続
音
と
並
ば
な
い
よ
う
な
音
変
化

を
起
こ
し
た
。

と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

六　

ム
表
記
と
無
表
記(

ン
表
記)

が
あ
る
の
は
な
ぜ
か

　

古
代
語
の
撥
音
の
音
価
を
以
上
の
よ
う
に
仮
定
す
る
こ
と
と
、
古
代
語
の

撥
音
の
表
記
（
国
語
音
主
導
表
記
）
が
、
ｍ
音
便
の
撥
音
＝
ム
表
記
・
ｎ
音

便
の
撥
音
＝
無
表
記
・
後
に
ン
表
記
で
あ
る
こ
と
と
は
、
ど
の
よ
う
に
整
合

的
に
説
明
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

音
便
は
、
非
規
範
的
な
発
音
と
し
て
現
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
音
便
音
の
現

れ
た
初
期
に
は
、
表
記
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
音
便
音
が
一
定

の
認
知
を
得
て
も
、
ま
だ
専
用
表
記
が
な
い
と
い
う
段
階
が
あ
っ
た
。
古
代

語
の
撥
音
が
国
語
音
主
導
表
記
で
、
ｍ
音
便
の
撥
音
＝
ム
表
記
・
ｎ
音
便
の

撥
音
＝
無
表
記
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
段
階
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
、
ム

表
記
と
無
表
記
と
が
何
を
規
準
に
書
き
分
け
ら
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

　

語
末
撥
音
の
「
ム
」
表
記
は
、
開
音
節
﹇m

u

﹈
を
表
記
す
る
文
字
の
援

用
で
あ
る
。
こ
の
表
記
が
、先
ず
、助
動
詞「
む
・
ら
む
」（
非
音
便
形﹇m

u

﹈）

の
音
便
形
の
表
記
と
し
て
始
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
音
便
化
し
て
も
固
有
の
表

記
を
与
え
ず
、非
音
便
形
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
非
音
便
形
が
﹇m

u

﹈
で
は
な
い
音
便
形
﹇-m

﹈
の
語
の
表
記
に
も

「
ム
」
表
記
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
助
動
詞
「
む
・
ら
む
」
の
音
便
形
﹇-m

﹈

が
定
着
し
、
そ
れ
と
「
ム
」
表
記
と
が
結
び
つ
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
語
末
撥
音
が
、
二
次
的
に
語
中
（
文
節
中
）
に
な
り
、
後
続

音
の
違
い
に
よ
っ
て
音
価
が
変
わ
っ
て
も
、
表
記
上
の
語
の
同
一
性
を
保
つ

た
め
に
同
じ
仮
名
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

語
末
撥
音
が
二
次
的
に
語
中
（
文
節
中
）
に
な
っ
た
場
合
、
後
続
音
が
阻

害
音
で
あ
れ
ば
、後
続
音
に
同
化
し
て
量
的
撥
音
に
な
る
。後
続
音
が
母
音
・

接
近
音
の
場
合
に
は
、﹇-m

﹈
が
直
接
後
続
の
母
音
・
接
近
音
と
並
ば
な
い

よ
う
な
何
等
か
の
音
変
化
が
起
こ
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
何
れ
の
場
合

に
も
、
そ
の
表
記
が
「
ム
」
で
あ
り
、
音
便
形
と
非
音
便
形
と
の
対
応
が
理

解
さ
れ
て
い
た
段
階
で
は
、「
ム
」
表
記
を
取
る
の
は
、
語
末
撥
音
が
﹇-m

﹈

で
あ
り
、
そ
の
非
音
便
形
は
マ
行
の
開
音
節
で
あ
っ
た
か
ら
と
認
識
さ
れ
て

い
た
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
い
て
、
語
中
の
音
便
に
よ
る
撥
音
に
表
記
を
与

え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
非
音
便
形
が
マ
行
音
の
場
合
に
「
ム
」
表
記

を
宛
て
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
バ
行
音
の
場
合
に
も
「
ム
」
が
宛
て
ら
れ
る

の
は
、
古
代
語
に
お
い
て
、
ウ
ソ
ム
ク
∧
∨
ウ
ソ
ブ
ク
・
オ
モ
ム
ク
∧
∨
オ

モ
ブ
ク
の
よ
う
な
両
形
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
行
音
の
音
便
化
の
過
程
に
マ

行
音
の
段
階
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
と
、
バ
・
マ
行
音
の
相
通
を
手
掛
り

に
、
非
音
便
形
が
バ
行
音
の
撥
音
便
の
表
記
に
、
マ
行
音
の
撥
音
便
の
表
記

で
あ
る
「
ム
」
が
選
ば
れ
た
と
い
う
可
能
性
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
非
音
便
形
を
想
起
し
て
「
ム
」
を
選
ぶ
こ
と
の
出
来
な

い
こ
れ
以
外
の
行
の
撥
音
便
は
、宛
て
ら
れ
る
仮
名
表
記
が
な
い
こ
と
か
ら
、

無
表
記
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
分
節
音
素
を
、
音
素
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
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い
韻
律
的
性
質
の
強
い
音
の
表
記
と
同
じ
く
す
る
の
は
不
自
然
で
混
乱
を
招

く
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
後
に
特
殊
符
号
（
ん
・
ン
）
表
記
に
取
っ
て
替
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
が
、
古
代
語
の
撥
音
が
国
語
音
主
導
表
記
で
、
ｍ
音
便
の
撥
音
＝
ム

表
記
・
ｎ
音
便
の
撥
音
＝
無
表
記
・
後
に
ン
表
記
で
あ
っ
た
理
由
と
考
え

る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
書
き
分
け
は
、「
ム
」
表
記
が
、
非
音
便
形
が
マ
・

バ
行
音
の
場
合
の
音
便
に
宛
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
一

方
で
、
音
便
形
に
対
す
る
非
音
便
形
が
正
し
く
想
起
出
来
る
こ
と
に
よ
っ
て

可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
表
記
の
根
拠
の
理
解
と
、
非
音
便
形
の
想
起
が
正
し

く
な
け
れ
ば
、
正
し
い
書
き
分
け
も
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

七　

お
わ
り
に

　

本
攷
は
、
撥
音
の
表
記
に
ム
表
記
と
無
表
記
（
ン
表
記
）
と
が
あ
る
理
由

に
つ
い
て
、
音
韻
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
表
記
レ
ベ
ル
で
の
説
明
の
可
能
性
を

探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
粗
い
試
論
で
あ
り
、
精
密
な
論
と
す
る
た
め
に

は
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
。
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